生活指導の全体計画

平成○○年○月○○日

生活指導部

指導の目標
1． 常に、良識ある社会人を育成するという視点で生徒指導を行なう。

2． 生徒理解に基づく生徒指導の徹底を図り、基本的生活態度を身に付けさせる指導を強化する。特に、入学当初にそれを強力に進めて習慣化を図る。

3． あらゆる差別・偏見・いじめをなくし、地域と共にある教育の推進に努め、健全育成を一層強力に進める。

指導の重点
1． 基本的生活態度（時間・服装・挨拶・言葉遣い）を粘り強く指導する。特に、全教師が共通理解をし、一貫した指導を行いながら習慣化を図る。

2． あらゆる差別・偏見・いじめをなくし、生徒・地域の実態把握と生徒理解に努め、健全育成を一層強力に進める。

3． 生徒会の委員会活動を活発にし、校内外の生活を充実させる。

4． 教育相談を充実させ、生徒理解に基づく相談・援助を行なう。

5． 学校の教育方針を家庭や地域に広め、お互いに協力して生徒の育成にあたる。

6． 関係諸機関との連携を密にする。

指導の具体化
生活指導は、全教師が全ての教育活動の中で粘り強く行なうもので、生活指導部だけで行なうものではなく、かつ、問題が起きた時だけ行なうものでもない。その指導のもとになるものは生活指導部で計画し、全教師の共通理解のもと全教師が指導することを基本とする。

1． 生活指導部会を定例化し、情報交換を行なう。校内外の諸問題について検討しその対策や指導にあたる。

2． 生活指導の基本は学級指導にある。

· 朝の学活と帰りの学活を大切にする。

· 清掃指導・給食指導は生徒と担任との心の交流の場である。また、清掃も給食も責任感を育てる大切な場であるので、最後の点検をしっかり行なうようにする。

· 毎日機会をとらえ、生徒一人一人と話をするように心がける。

· 教科指導においても、基本的生活態度と学習態度の向上を目標にさせる。

· あらゆる機会をとらえ、正しい行動ができるようにさせる。

3． 基本的生活態度を徹底させるために、特に次の点について全教師で指導にあたる。

· 挨拶の励行

· 授業中の私語・たち歩き等を厳しく注意し、真剣に取り組ませる。

· 服装・頭髪・靴の区別・時間厳守・生徒手帳の携行等を徹底させる。

· その他、生活のきまりを守らせる。

4． 生徒の委員会活動を活発にさせ、自主的な活動ができるように指導する。

5． 生徒に運動の機会を多く与える。

6． 校内だけの生活指導にとどまらず、地域や諸機関との連携を深め、協力して指導にあたる。

7． 必要に応じ、職員会議・研修会の話題にし、全教師の共通理解を図り共通実践の場とする。

8． 特に、飲酒・喫煙や薬物の乱用に関する事項に関しては、計画的に繰り返し指導する。

年間指導計画
《別紙参照》

生活指導部の組織
 eq \o\ad(係名,　　　　)
 eq \o\ad(分掌内容,　　　　　　　　　　)
 eq \o\ad(担当者,　　　　　)

校内生活


年間指導計画、週番活動、集合指揮、落とし物


校外生活
ＰＴＡ校外部・外部団体との連携


環境整備
清掃計画、用具管理、机・椅子、ガラス、ヒ－ター、ロッカ－、カーテン、靴箱、営繕


安全指導
交通安全、避難訓練、安全点検、消火設備、
地域班の編成・指導


教育相談
教育相談の推進、相談室の整備と運営


生徒会
役員会、中央委員会、一斉委員会、生徒総会、
役員選挙


部活動
設置、活動計画、保護者会、部活動規則


保健指導
年間指導計画、身体計測、健康診断、健康相談、トイレットペーパー・石けんの管理


保健管理
環境衛生、健康センタ－、統計、保健室管理


給食指導
年間指導計画、配膳・片付け、白衣・白帽・配膳台カバ－


給食管理
献立、調理、統計、物資、衛生、経理


生徒指導にあたっての留意点
1． 生徒の指導にあたっては、常に人権尊重の教育的配慮を十分に行なう。

2． 特に、問題行動のあった生徒の指導にあっては、絶対に体罰や威嚇をするような言動があってはならない。

3． 問題行動が予想されたり問題行動があったときには、その指導とともにその背景にある生徒の悩みや不安を解消するように努める。

4． 指導にあたる場合は、常に学年や生活指導部と連絡を取り合い、個人的判断による指導や他の生徒と差のある指導にならないようにする。

5． 問題によっては家庭との連絡を密にして、相互の信頼関係のうえに立って指導にあたる。

6． 情報交換を密にして、問題を未然に防ぐように努める。

7． 情報をひとりで抱えない。また、生徒と個人的な約束をしない。

8． できるだけ担任を飛び越えて家庭と連絡をとらない。

9． 良識ある社会人に育てるための指導であることを納得させ、教師は善悪をはっきり教え込む義務があることを理解させて指導する。

10． 生徒の問題行動は、訴えのサインであることと理解し、教育相談的手法で生徒と話す機会を多く持つようにする。

問題行動発生時の対処











· 問題行動の内容、程度に応じてその対処の仕方は異なるが

· 生徒に関わる問題は、事の大小に関わらず校長・教頭・生活指導主任に報告する。

· 問題があったときは、「連絡」「相談」を密にして、学年体制・学校体制でその指導にあたる。

問題行動発生	◆目撃者、発見者





� eq \o\ad(連　絡,　　　)�	◆担任、生活指導主任、学年主任へ





� eq \o\ad(報　告,　　　)�	◆校長、教頭への報告





� eq \o\ad(指　導,　　　)�（学年がまたがる場合は同じ歩調で）





時後指導・観察





報告	◆教委、警察、他校へ





連絡	◆必要に応じて保護者に








